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 要 旨 
背景： 
勃起障害は通常系統的障害と関連があるが、台湾人男性については、この話題について

現存する情報は乏しいままである。本研究の目的は、一般住民と比較して、勃起障害患者

における 36 の医学的合併症の有病率およびリスクを評価することである。 
方法： 

2,213 人の勃起障害と 11065 人の背景をマッチさせたコントロール対象者を Taiwan 
National Health Insurance Research Dataset より選出した。The elixhauser comorbidity 
index から 22 の合併症、アジア人において高い有病率を有する 10 の病態、および男性に

特異的な 4 つの合併症を選択した。年齢および月収を考慮した条件付きロジスティック分

析を用いて、地理的要因を調整した、勃起障害の有無と様々な合併症のリスクを評価した。

結果： 
勃起患者は様々な系統的合併症のリスク増加を認めた。非勃起障害者と比較して、勃起

障害患者における合併症のオッズ比 OR は、前立腺肥大 (OR 12.87)、慢性前立腺炎 (OR 
9.36)、アルコール中毒 (OR 3.60)、薬物乱用 (OR 2.62)、排尿障害 (OR 2.58)、強直性脊椎

炎 (OR 2.19)、末梢血管障害 (OR 1.98)、虚血性心疾患 (OR 1.94)、精神病 (OR 1.97)、う

つ病 (OR 1.88)、合併症のない糖尿病 (OR 1.91)、合併症を伴う糖尿病 (OR 1.84)、高脂血

症 (OR 1.69)、慢性肺疾患 (OR 1.55)であった。 
結論： 
勃起障害患者は勃起障害を有さない一般住民と比較して、多数の非循環器疾患合併症の

高い有病率を有していた。 

 




